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友達とのけんか等の誰もが経験する問題から、

転校や死などによる友達の喪失、離婚による親や

家族との離別など、人生の転機となるような危機

まで、子どもは様々な課題に直面しながら生きて

います。しかし、これらの問題は、本来子どもが

成長するために、段階に応じて対処し、越えなけ

ればならない様々なハードル（課題）と考えるこ

ともできます。子どもは新しい課題に直面すると、

従来のやり方を用いたり、周囲の支援を受けたり

してそれを解決し、乗り越えたことを新しい経験

として豊かに成長していくものです。 

文部科学省は「深刻ないじめは、どの学校にも、

どの子にも起こりうる」という見解を発表してい

ます。「いじめ」が深刻化したり、不登校などの

大きな問題に発展したりするのは、子ども達に「い

じめ」に対処する力、いじめを解決する力がなく

なったことを表しています。これは、問題や課題

に対して、効果ある対処法を選択し、自分で解決

していく能力などの「社会的スキル」が子ども達

に身についていないこと、そして、いじめに歯止

めをかけるべき学級集団の力が落ちていることが

原因として挙げられます。 

  

 

子どもの人格形成の土台となるのは、乳幼児期

から就学前までの基本体験であるといわれていま

す。この時期には、情緒面、意志面、社会面の土

台作りに欠かすことができない３つの基本体験に

よって培われる３つの価値があります。 

 １つ目は、乳児期に家族から無条件に愛された

り、大切にされたりする「被受容体験」を通して

獲得される価値で、情緒面の土台づくりとなるも

のです。これが、人との基本的な信頼関係の基盤

となります。泣いたり、「バーバー、マンマン、ブ

ーブー」等の喃語
な ん ご

を発したりする乳児に対して、

養育者は、その目を見つめながら、その言葉にな

らない言葉を解釈し意味づけて、乳児の欲求を探

し、満たしていきます。これらの原初的なコミュ

ニケーションの過程は、人として無条件に受け入

れられるという体験でしょう。 

２つ目は、幼児期前期にトイレを我慢したり食

事時間などをコントロールしたりする等の「がま

ん体験」を通して獲得される価値です。待ったり

我慢したりできるようになったことを養育者によ

って誉められ認められることで育つもので、意志

面の土台づくりとなります。この土台が、自己責

任を意識させ自律した生活の基盤となります。 

３つ目は、幼児期後期に子ども同士でぶつかり

合い、じゃれ合ったりする「群れ合い体験」を通

して獲得される価値で、社会面の土台づくりとな

るものです。子ども達は、その中で人との距離の

取り方や関係性を学びます。自ら進んで人とかか

わり、他者の痛みや思いを感じるなど、相互理解

の基盤となります。 

 本来なら、乳幼児期に獲得されるこれらの土台

の上に、児童期の発達課題である「知の土台づく
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豊かな子どもの育ちを支える基本三体験

I am OK.

You are OK.

子ども達の発達課題の積み残し 
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り」、青年期の発達課題である「進路の土台づくり」

がなされます。しかし、核家族化・少子化、地域

コミュニティの希薄化等による人とのかかわりの

減少によって、子どもがこれらの力を獲得するの

に必要なふれあい体験の機会を十分に得られない

まま成長し、これらの発達課題が積み残されてし

まっています。 

 

 

３基本体験の充足されていない子ども達は、人

や集団への基本的な信頼関係づくりが不十分なた

めに、自分自身や仲間・所属集団に対して一定の

距離が保てず、過大評価と過少評価の間を振り子

のように揺れ動きます。一方の極には、他者の存

在を認められず、独りよがりで身勝手な考え方や

行動をとるいわゆる自己中心的（“Big I, Small 

We”）な子ども達の姿があります。もう一方の極に

は、仲間の同調圧力（ピアプレッシャー）に耐え

切れず、矮小化した自己概念で周囲に流され、自

分の本来の感情を出すことができない（“Small I，

Big We”）子ども達の姿があります。これら二極

化した子ども達は、自分自身や所属集団との折り

合いがつけられず、苦戦する子どもということが

できるでしょう。 

森田洋司氏は、『いじめの四層構造』の中で、い

じめで重要な役割を果たすのは「加害者」よりも、

それを見ておもしろがる「観衆」、見て見ぬふりを

する「傍観者」の存在であるといいます。「観衆」

「傍観者」が否定的な反応を示せば「加害者」は

クラスから浮き上がり、逆に「観衆」がおもしろ

がったり「傍観者」が黙認したりするといじめは

助長されていきます。二極化した子ども達は、い

じめにおける「加害者」として、あるいは「傍観

者」や「観衆」として役割を演じる可能性のある

子ども達かもしれません。 

彼らの肥大化した自己（Big I）や矮小化した

自己（Small I）を緩め、集団（We）との折り合

いをつけることができるようにして、健やかな個

人の成長支援と、健全な学級集団の育成を目指し

て、「子どもの社会的スキル横浜プログラム」は生

まれました。（以下「横浜プログラム」と表記） 

なお、３基本体験の補充を学校教育で行うこと

については、“遅すぎる”との指摘がありますが、

児童期・青年期の発達課題である知の土台作りと

進路の土台づくりをより効果的なものとするため

にも、学校教育での補充は意味があると言えるで

しょう。 

 

 

横浜プログラムでは、「３基本体験の不足」を補

うため、個人、対人関係、所属集団への「３つの

アプローチの視点」から様々な体験が準備されて

います。個々への成長支援である個人へのアプロ

ーチは「自分づくり」、個人間のコミュニケーショ

ンと対人関係へのアプローチは「仲間づくり」、所

属集団の発展と改善を目的としたアプローチは

「集団づくり」として、体験を通した子ども自身の

「気づき」や「分かち合い」から、基本スキルを

身に付けられるような構成がとられています。 

横浜プログラムの特徴は、この「3 つのアプロ

ーチ」があることにより、「“個を生かす”集団指

導プログラム」となっていることです。 

二極化する子ども達 

Small  I,  Big  We.
矮小化した自己

他者にあわせることでしか
存在できない

Big  I, Small   We.
肥大化した自己

他者の存在を認められない

I am not  OK.You  are  not  OK

You are OK.I am OK.

豊かな心

自分自身や仲間・所属集団と
折り合いがつけられないで苦しむ子ども

二極化する子どもたち

I am OK. You are OK.

個を生かす集団指導プログラム 
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また、横浜プログラムは、集団指導（グループ

ガイダンス）プログラムですが、“始めに集団あり

き”の集団主義的なものではありません。次の図

の「横浜プログラムの基本的な進め方」にあるよ

うに「個人での作業・思考」→「グループ内での

共有化」→「集団での意志決定」という進め方に

なっています。つまり、与えられた課題に対して、

メンバー一人一人の“気づき”（自分なりの見方・

感じ方・考え方など）を掘り起こす個人による作

業や思考を大事にしているのです。その上で、グ

ループでの話し合いに入っていくことを基本的な

流れとしています。特に、自分づくり

スキル群のプログラムが、この気づき

の掘り起こしに有効です。 

 グループでの活動は、一人一人の気

づきの“分かち合い”（シェアリング）

に重点を置いたプログラムと、グルー

プとしての“練り上げ”に重点を置い

たプログラムに分類できます。 

前者の分かち合いに重点を置いたプ

ログラムは、いわば“癒し系”のグループカウン

セリングプログラムです。特に仲間づくりスキル

群のプログラムが、この分かち合いに有効です。

仲間づくりスキル群のプログラムは、気づきの分

かち合いという相互理解の取組を通して、人権意

識の育成と“心の居場所”づくりに効果がありま

す。さらに、不登校予防の学級風土づくりに有効

な手立ても、主に、仲間づくりスキル群のプログ

ラムの中に用意されています。 

一方、後者の練り上げに重点を置いたプログラ

３基本体験の

不足 

 

学校教育（教育活動）での

様々なふれあい体験の創出

 

 自分づくり  

仲間づくり 集団づくり 

 

社会的スキルの

育成 

流れの明確化 

ルールの明確化 

① アイスブレーキング 

３つの明確化 

子どもの安全・安心が保障された場 

④ 集団での意志決定 

（仲間と一緒に考える・話し合う）

⑤ ふり返り（まとめ） 

ねらいにせまるための約束 

３つの基本ルールの遵守 

ねらいの明確化 

③ グループ内での共有化 

（意見を伝える・話を聴く）

② 個人での作業・思考 嫌なことを言われない・さ

れない（暴力ＮＯ） 

参加を強制しない・されな

い（パスＯＫ） 

ここだけの話 

（持ち出し禁止） 

横浜プログラムの基本的な進め方 
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ムは“骨太系”のグループワークプログラムです。

自分たちのグループならではの価値や基準、文化

を創造する取組を通して、協働意識の育成と“学

級文化づくり”に有効です。これは、主に、集団

づくりスキル群のプログラムの中に、用意されて

います。 

こうした“骨太系”のグループワークプログラ

ムの取り組みが、子ども達のいじめ問題の予防に

有効であることを、いじめ研究の第一人者である

Ｄ．オルヴェースとＳ．シャープは指摘していま

す。 

 自分たちのグループならではの練り上げを大事

にし、独自の学級文化創造を目指す集団づくりは、

横浜プログラムの“ヤマ場”と言えます。この集

団づくりスキル群（⑰⑱）には、課題遂行機能の

発揮が期待されるプログラムと合意形成機能の発

揮が期待されるプログラムが用意されています。

どちらも“熟”慮と討“議”の話し合いを通して

解決策を探る“熟議”の場をクラスに確保するこ

とをねらいとしています。 

 これらのプログラムの導入にあたっては、特に

次のような実施上の留意点を、子ども達の発達段

階に合わせてかみ砕いて説明することが教師に求

められます。 

 

１） 制限時間内は、充分納得できるまで話し合

って下さい。 

２） 特定のメンバーが、一方的に仕切ったり方

向づけたりすることのないように留意し

て下さい。 

３） 面倒くさいからといって、すぐに多数決と

か平均値を出してみるといった安易な解

決法は避けて下さい。 

４） 少数意見は合意形成の妨げとみなすより、

考え方の幅を広げてくれるものとして、尊

重することが大切です。 

５） 性急な意見の集約により、メンバー間に感

情的なしこりが残らないように留意して

下さい。 

 

 以上をまとめますと、横浜プログラムの特徴は、

個人検討からグループ検討へ、グループ検討は、

さらに、グループカウンセリング系からグループ

ワーク系へ、つまり、個から集団へという方向性

を大事にしている点だと言えます。 

 なお、横浜プログラムのようなガイダンスプロ

グラムに対して、“教師の手のひらの中で子ども達

を泳がせている”だけ、子ども達を“指示待ち”

にするという批判が、自治活動を重視する立場の

人たちから指摘されています。確かに、いつまで

も教師主導のガイダンスプログラム止まりでは問

題があると思います。ただ、前述してきたように、

現代の子ども達の人間関係形成の困難状況からし

て、いきなり子ども達主導の自治活動的プログラ

ムから入るのは難しいと言えます。まずは、困難

状況を緩和するガイダンスプログラムから入って、

彼らの発達段階やグループの成熟度に応じて、

徐々に子ども達主導の自治活動的プログラムにシ

フト（転換）していくことが望まれるのです。 

 その橋渡し的取組として、子ども達が小集団で

楽しみながら、「集団遊びを、みんなで創って、み

んなでやってみて、みんなで検討する」といった

Plan-Do-See を徐々に子ども達に委ねていくプロ

グラムの運用が必要です。例えば、グループでの

検討課題の設定を、テーマ指定からテーマ選択へ、

さらには、テーマフリーに徐々に切り替えていく

など、現場の先生方が、学級の状況にあわせて、

課題設定やプログラムを改編し、活用されること

を期待します。   

   （ 横浜国立大学 犬塚 文雄 ） 
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「子どもの社会的スキル横浜プログラム」には、

以下の３つの大きな特徴があります。 

 

（１）  横浜プログラムの概念を活用した 

教育課程への位置づけ 

横浜プログラムは、現場の教師が、カリキュラ

ムの中で実施可能な指導プログラムとして作成し

たものです。各学校の実態に応じて、課題となる

スキルの育成を教育課程に位置づけ、各教科、道

徳、特別活動、横浜の時間などすべての教育活動

にクロスカリキュラムとして計画的に組み入れ、

指導できるよう年間計画を作成してください。 

クロスカリキュラムとは、教科等の学習活動の

ねらいを達成しながら同時に、横浜プログラムと

しての目的を達成するという視点です。例えば、

「５７ 漢字トランプをしよう」では、漢字は偏

やつくりという同じ部分をもった仲間に分類でき

ることが分かることが国語科としてのねらいです。

それとともに、ここでは、グループのトランプ遊

びに楽しく参加するという⑧のスキル「仲間に加

わる」、トランプをとったときにその理由をはっき

り相手に告げるという⑤のスキル「はっきり伝え

る」という、横浜プログラムとしてのねらいがあ

ります。また、「１０７ あなたならどうする」で

は、「⑱問題や課題の解決策をみんなで考える」と

いうスキルを身につける活動の中で、チェーンメ

ールへの考え方をまとめ、その対処方法を学級と

して決めていく特別活動のねらいの達成が求めら

れています。こう考えると、横浜プログラムは、

本書で挙げたプログラムだけでなく、実際の授業

の中でいくらでも創り出すことができます。横浜

プログラムは、いわば＜概念＞なのです。 

 

（２） 発達課題からとらえたプログラム構成 

～１８のスキルの構造～ 

 横浜プログラムは、「３基本体験の不足」を補う

ため、「自分づくり」「仲間づくり」「集団づくり」

の３つのアプローチの視点からの体験を通して、

子ども自身の「気づき」や「分かち合い」から、

基本スキルを身に付けられるように構成していま

す。個人としての成長や成員間のコミュニケーシ

ョン、所属集団へのかかわり等の視点から、１８

の社会的スキルを想定しました。 

＜自分づくりスキル＞は、①～④、＜集団づく

りスキル＞は⑰⑱です。＜仲間づくりスキル＞は

下位概念として＜自己表現＞と＜配慮＞の２つを

もち、＜自己表現スキル（かかわり含む）＞には

⑤～⑪、＜配慮スキル＞には⑫～⑯があります。

そして、＜自己表現＞は、＜かかわり＞という⑧

～⑪のスキルを内包し、＜かかわり＞は＜自己表

現＞と＜配慮＞の２つの下位概念をつなぐ役割を

しています。 

 ＜自分づくりスキル＞は主に矮小化した自己で

ある“Small I”を高めることをねらいとしてい

ます。 

＜仲間づくりスキル＞の＜自己表現（かかわり

を含む）＞は“Big We”を緩め、＜配慮＞は“Big 

I”を緩める役割を果たすことをねらいとしてい

ます。＜集団づくりスキル＞は、“Small，We”を

高めることをねらいとしています。 

 また、横浜プログラムは、いずれのプログラム

も、３基本体験の学校集団での補充をねらって作

（１） 教育課程に位置づけられること。 

（２） 発達課題からとらえたプログラム

構成であること。 

（３） アセスメントによるプログラム選

択ができること。 

２ 「子どもの社会的スキル横浜プログラム」の特徴 
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                                              ①自分の意見をもつ  ②自分なりの見方や感じ方をもつ 

③自他のよさを見出す ④自他の違いを認める 「自分づくり」スキル 

「
仲
間
づ
く
り
」
ス
キ
ル 

⑤はっきり伝える ⑥上手に質問をする ⑦きっぱり断る  

⑧仲間に加わる  ⑨仲間に誘う  

⑩さわやかにあいさつする ⑪自己紹介をする  

自 己 表 現 

（含かかわり） 
 

 

⑫やさしく頼む。  ⑬気持ちに共感する。 

⑭あたたかい言葉をかける ⑮しっかり話を聴く 

⑯相手の気持ちを考えて謝る 
配 慮 

⑰互いの感情や意見の違いを認めながら調整しようとする 

⑱問題や課題の解決策をみんなで考える 
「集団づくり」スキル 

 子どもの社会的スキル概念表 

成されたものですが、プログラム実践の場面で、

指導者がどの基本体験の補充であるかのイメージ

をはっきりもつことで、子ども達へのアプローチ

の方法が明確になってきます。 

                                                     

（３） アセスメントによるプログラム選択 

横浜プログラムは、子ども達の社会的スキルの

育成状況を測定する心理尺度「Y-Pアセスメント」

をもっています。「Y-Pアセスメント」を用いた支

援検討会で、子どもや学級の社会的スキルの育成

状況を把握し、必要なスキルを育成する適切な指

導プログラムを見いだすことができるように構成

されています。 

また、この支援検討会で、複数の教員が、自分

の子どもの見え方や学級の見え方を話し合うこと

によって、組織として子どもや学級にどのような

支援が必要かを検討し、チーム支援の体制を構築

す 

ることができます。それは、組織として、共通の

指導観で子どもを指導・支援することであり、あ

たたかい支持的学校風土によって子ども達を一貫

して育むことにつながります。あたたかな支持的

な学校風土は、何よりも子どもの安

心・安全につながり、プログラムの効

果を一層高めることとなります。指導

プログラムとY-Pアセスメントシート

を併せて活用することで、より一層効

果的な子どもの社会的スキルの育成を

図ることができるのです。 

 

自分づくり
子ども一人ひとりへ

の成長支援

仲間づくり
コミュニケーション能
力の育成と対人関係の

改善・発展

集団づくり
所属集団の発展と改善

を目的としたかかわり

子どもの社会的スキルの育成状況についてのアセスメントを行い、学級や個

人の課題を把握して日常の児童・生徒指導の改善・工夫に役立てます。

「子どもの社会的スキル横浜プログラム」

子どもの社会的スキル横浜プログラム

Ｙ－Ｐアセスメントシート

指導プログラム

かかわり 
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子ども達は、安心して自分らしさが発揮できる

暖かい雰囲気のなかで，他者や新たな自己と対面

し、様々なかかわりを通して豊かに成長していき

ます。こうしたなかでこそ，存在感や有用感をも

ち，自尊感情を高めていくことができるのです。

そこで、「自由で安心・安全な場の確保」について

特に配慮しながら、プログラムを実施するように

してください。 

３ページで紹介した横浜プログラムの基本的

な進め方を、再掲します。この基本的な進め方は、

すべてのプログラムをこの手順で行うというもの

ではありません。自分づくりプログラムや仲間づ

くりプログラムでは、『②個人での作業・思考』や

『③グループ内での共有化』からそのまま『⑤ふ

り返り』へ行く場合もあります。また、十分に慣

れ親しんだ集団では、『①アイスブレーキング』が

必要のない場合もあるでしょう。それぞれのねら

いによって、また、学級集団の状況によって、ど

のステップを用いるか決めてください。 

 

（１）自由で安全・安心な場のための手だて 

①  アイスブレーキングの実施 

アイスブレーキングとはプログラム実践のねら

いを達成するために行うウォーミングアップのこ

とで、過度の緊張をアイス（氷）に例え、これを

打ち砕く（ブレイクする）ことを意味します。  

横浜プログラムは、学級の自由で安心な場の雰

囲気の中でこそ、十分に効果を発揮するものです。

そのために、子ども一人ひとりの心と体の緊張を

ほぐすとともに、学級集団の緊張をほぐし、子ど

も達の人間関係を円滑にする潤滑油の役割を果た

すのが、アイスブレーキングです。安心してリラ

ックスした雰囲気を創り出すゲーム的な要素を盛

り込んだショートプログラムがアイスブレーキン

グに適しています。具体的には、替え歌などの声

を発するもの、手遊びやランダムウォークなど軽

３ プログラム実施上の配慮事項～自由で安心・安全な場の確保～ 

流れの明確化 

ルールの明確化 

① アイスブレーキング 

３つの明確化 

子どもの安全・安心が保障された場 

⑤ 集団での意志決定 

（仲間と一緒に考える・話し合う）

⑤ ふり返り（まとめ） 

ねらいにせまるための約束 

３つの基本ルールの遵守 

ねらいの明確化 

④ グループ内での共有化 

（意見を伝える・話を聴く）

② 個人での作業・思考 嫌なことを言われない・さ

れない（暴力ＮＯ） 

参加を強制しない・されな

い（パスＯＫ） 

ここだけの話 

（持ち出し禁止） 

横浜プログラムの基本的な進め方 
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活動の見通し 

子どもの安心感 

ねらい 流 れ ルール 

３つの明確化 

暴力NO パスOK 持ち出し禁止 

子どもの安全 

３つの基本ルール 

く身体を動かすもの、心理ゲームなどがあります。

主活動のねらいと関連する活動を取り入れるとさ

らに、効果をあげることができます。 

本書の指導プログラム中には、導入にアイスブ

レーキングを記載していませんが、実施にあたっ

ては、主活動のねらいを引き出すアイスブレーキ

ングを選んで用いてからプログラムに入ることが

効果的です。 

また、アイスブレーキング向けのショートプロ

グラムを「アイスブレーキング集（２８２ページ）」

として掲げました。また、プログラム一覧中に、

アイスブレーキングとして使うことができるプロ

グラムには、印が付けられていますので、活用し

てください。 

 

② ３つの明確化 ～ねらい・流れ・ルール～ 

 横浜プログラムの実施にあたっては、活動のね

らい・流れ・ルールの３つを明確にしてください。

主活動に入る前に「ねらい」「流れ」「ルール」を

掲示物にする等して明示し、十分に理解できるよ

う説明します。今、何のために何をやっているの

か、次に何をやり、 後には何をやるのかという

ことを、子ども達が確認できるようにすることが

大切です。このことによって、子どもが活動に見

通しをもち、安心して活動に参加できることや、

活動内容に興味や関心をもって意欲的に参加する

効果も期待できます。 

 また、ルールとして、どのプログラムにも共通

の「３つの基本ルール」と、プログラムによって

違う「ねらいにせまるための約束」の両方を明確

にします。「３つの基本ルールについては、後に

詳しく述べます。「ねらいにせまるための約束」

とは、例えば、「３７認め合いペア音読」では、

「いいところやがんばったところを書く」「アド

バイスはしない」という二つの約束があります。

このプログラムでのばしたいスキルは「③自他

のよさを見いだす」であり、ねらいは「いいと

ころやがんばったところをみつける」です。です

から、活動の中でアドバイスをしてしまうと逆効

果になる可能性が出てきてしまいます。そのため

「アドバイスはしない」という約束を明確にして

おくのです。 

 以上のように「ねらい」「流れ」「ルール」の３

つを明確化することで、誰もが安心してプログラ

ムのねらいにせまる活動を可能にすることができ

るのです。 

 

③ ３つの基本ルール ～暴力 NO・パス OK・持ち出

し禁止～ 

 グループカウンセリングやグループワークなど

の活動では、他者との感情の交流や自分自身をふ

り返る場面などで、衝動的な言動や執拗な自己や

他者への批判などが出てしまうことがあります。

このような場面に遭遇した参加者が、自尊感情を

傷つけられ、心的外傷を負う可能性も否定できま

せん。そこで、実施にあたって、参加者の活動の

安全を確保するため、次の３つの基本ルールの徹

底を図る必要があります。 
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暴力NO 
「友達の嫌がることは言わない、

やらない」を徹底します。明らか

な暴力や言葉の暴力はもちろんですが、からかい

や揶揄等の微妙な雰囲気を指導者がよく感じ取る

ことが必要です。グループ体験の中では率直な自

己開示が必要な場面がありますが、そこでも子ど

も達の中にグループのメンバーに対する配慮が必

要です。言葉が率直な気持ちの交流となるか暴力

となるかは、学級集団の底流に温かさの風土があ

るかどうかが大きく影響します。指導者がよく見

極め、配慮しながら進行します。 

子ども達の中には、様々な危

機に直面し、「今は、そんな気持

ちにはなれないよ」という心境の子どもがいる可

能性があります。そうした子ども達に思いをめぐ

らし、絶対に参加を強要しないこと、また、参加

を強制しようとする雰囲気を抑えることが必要で

す。もちろん、活動に参加できないことが集団の

中でネガティブに影響しないよう十分なケアをし

ていくことも大切です。そのためには、参加でき

ない子どもに、何らかの役割をあてがったり、で

きる限りその場にいて活動を見ていたりすること、

また参加できる気持ちになったら、いつでも参加

できることを伝えたりする等の、個別の配慮が必

要です。 

 プログラムの中で交わされ

た情報が活動以外の場面に持

ち出され後から辛い思いをさせられる子どもが出

ることも予想されます。活動の 初のルールとし

て、活動の中でのことは、その場限りのこととし

て、後では話題にしない、また、この場にいない

人には、絶対にしゃべらないという「持ち出し禁

止」のルールを徹底しておくことも、子どもの安

心・安全を保障する大切なことです。 

 

（２）子どもの安全の確保のための指導者の役割 

プログラムを選択するに際しては、３つの基

本ルールを集団の中にきちんと機能させるこ

とができるかどうか、指導者があらかじめ判断

しておくことが大切です。危険が少しでも予想

されるなら、前もって予防策を講じたり、プロ

グラムをシンプルな形に変更したり、活動中の

指導者を複数にして個への配慮を手厚くした

りする等の配慮が必要です。プログラムの実施

にあたっても、子どもの安心・安全を保つため

に指導者が学級をコントロールできる状況に

あるかどうかを、しっかりと見極めた上で、進

めていくことが大切です。普段は一見穏やかな

集団であっても、プログラムによっては、グル

ープのダイナミクス等により、指導者のコント

ロールが機能しなくなってしまう場合も考え

られます。 

もしも、この３つの基本ルールが守れない子

どもがいた場合には、きちんと注意したり、場

合によっては活動をやめさせたりして、子ども

の安全確保に努めるという緊急な判断ができ

ることも、指導者としての大事な力です。指導

者の毅然とした対応は、場の安心・安全に対す

る子どもの信頼感を増し、子どもの心を開きま

す。その際、子どもの行った行動について注意

するのであり、子どもの人格を否定するもので

あってはなりません。 

 

（３） 個を生かす配慮 

横浜プログラムでは、グループの活動を通して

自分自身や他者とのかかわり方を学び、一人ひと

りが集団の中での相互理解を深め、学級や所属集

団の文化や価値を共有し、これを向上させようと

する意欲や態度を形成していくことをねらいとし

ています。その過程で一人ひとりが自己有用感や

自己肯定感を実感し、自己の存在を確認できるよ

う自己検討の場面を設定することも大切です。 

集団活動の苦手な子どもは、プログラムへの参

加そのものへの抵抗感が強い場合も考えられます。

パスＯＫ 

持ち出し禁止 
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それらの子どもに対しては、事前にやることを十

分説明しておき（３つの明確化を十分に図る）、不

安感の軽減を図ることが必要となるでしょう。そ

れでも抵抗感がある場合は、パスOKであることを

伝え、決して無理強いしない、させないことを約

束します。そのような子ども達の状況であっても、

状態に応じた参加の仕方を工夫していくことは教

師の大事な役割と言えます。 

プログラムの終結には、活動のふり返りを実施

します。ふり返りには、①自分自身のみで行う（自

己評価）、②小グループで行う、③全体で行う（相

互評価）の３つのパタンがあります。ふり返りは、

自分自身や仲間や集団との折り合いをつけるため

に大きな役割を果たしますので、必ずどれか一つ

は時間をとって実施するようにします。 

 

（１） ふり返ることの意味 

ふり返りでは、活動を通して学んだことをグル

ープなどで話し合い、自分の言動や他者との関係

のあり方、集団との関わり方などについての気づ

きを共有することを大切にします。こうした過程

を通して、子ども同士がお互いの気持ちを理解し、

相互に理解しあえるようになるからです。 

ふり返りを行うことは、自分が体験した感情や意

味を意識化・言語化し、明確にすることです。ま

た、他者の感想を聞いて、自分の考えや感情、あ

り方に気づくという自己認知の拡大が起こりま

す。 

このプロセスで、体験が＜経験＞へと転化し、

内在化された学びとなっていきます。＜学ぶ＞と

は、体験したことを次の機会に生かすことができ

るようになることであり、個人の考え方や行動様

式に変容が起きることを意味します。自己の気づ

きを友達に受け止められたり、友達の気づきや考

えと比べたりすること（集団からのフィードバッ

ク）は、自己を対象化することとなり、プログラ

ムでの体験が経験としての学びにつながることを

促進します。 

 

（２） ふり返り時間の持ち方 

プログラムを計画する段階で、十分にふり返り

の時間を確保するようにしてください。楽しいプ

ログラムであればあるほど時間ぎりぎりまで活動

し、ふり返りがおろそかにされてしまうことがあ

りますが、それではプログラムのねらいが十分に

達成できません。落ち着いた時間と環境の中での

ふり返りとなるよう、留意してください。 

朝や帰りの会等で日常的に行うプログラムのよ

うな場合には、毎回は簡単な感想の交流のみにし

て、１週間分や１ヶ月分をまとめてふり返ったほ

うが効果的な場合もあります。場面や目的に合わ

せて柔軟に行ってください。 

 

（３）大切にされる子どもの気づき 

ふり返りの時間は、横浜プログラムの３基本ル

ール（暴力NO、パスOK、持ち出し禁止）が厳格に

適用されなければなりません。 

個人の気づきや感じ方は、それぞれが尊重さ

れなければなりません。活動のめあてと異なる

気づきや感情を表現したとしても、そのことで

非難されたり、指導されたりすることがあれば、

子どもにとってその場は安心・安全な場ではな

４ 効果的なふり返り 
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くなってしまいます。子どもは自分の素直な感

情を口にすることをはばかり、活動の場は、あ

りのままの自分自身や友達を感じる場ではな

くなってしまうでしょう。 

このことは、子ども達だけでなく、指導者も意

識する必要があります。 

指導者は、その役割から、活動のねらいを達成

するために、子どもの発言の内容を解釈したり、

評価したり、ねらいに方向づけたりしたくなるも

のだということを、充分に自覚しておくことが必

要です。 

大切なのは、たとえめあてが達成できなくと

も、そこに至らないその子のありのままをしっ

かり指導者が受け止めることです。さらに、子

ども達が、活動のねらいが達成できない状況と

どう向き合うか、見極めることも必要です。め

あてに至らないことを、自分自身や友だちへの

いらだちや攻撃へと転嫁しないよう教師がフ

ォローし、できない現実から、前向きに努力し

ようとする姿勢を引き出すことが大切です。 

 

（４）まとめる 

ふり返りでは個人の気づきを尊重するとす

れば、＜まとめる＞という言葉は、不似合いに

映るかもしれません。グループ・アプローチの

終結はオープンエンドであるとの考え方もあ

ります。 

しかし、横浜プログラムの特徴として、教科

等とのクロスカリキュラムであること、アプロ

ーチとして「集団づくり」があることの２つが

あります。教科等の学習であれば、そこに教科

等としての学習内容のまとめが必要です。話し

合い活動が行われれば、そこに合意形成や問題

解決の視点が生まれます。これらの理由から、

＜まとめる＞活動が入っているプログラムが

あるのです。 

横浜プログラムが 終的にねらうものは、協

同的な学びによる学級文化の創造です。グルー

プ・ガイダンス（集団指導）プログラムとして、

まとめるべきところは、しっかりとまとめるこ

とが必要です。ただし、どうしても学級集団と

してのまとめに納得できない子どももいるこ

とでしょう。それらの子ども達が否定されるこ

とがあってはなりません。その子の現在の納得

できない状況を認めつつ、成長支援を続けるこ

とが大切です。 

 

（５）ふり返りシートの活用

ふり返りにふり返りシートを使う場合の項目は、

つぎの３つを基本カテゴリとし、４件法で行いま

す。（２８９・２９０ページ参照） 

① 共通項目：「活動に楽しく安心して参加

できましたか」 

② 独自項目：活動のねらいに関連した「自

分への気づきや仲間への気づき、クラス

への想い、自己の生き方あり方、活動の

価値」の確認等について発達段階に応じ

て作成します 

(例)・友達にあたたかい言葉をかけることができ

ましたか 

・多くの人に支えられてきたことが分かりま

したか 

・仲間の意見を尊重しながら話し合いができ

ましたか 

③ 自由記述：自分や他者、集団とのかかわ

り方を確認する子どもの自己検討の場と

なる自由記述法を用います 

ふり返りシートは必ず用いなければならないわ

けではありません。短いプログラム、また、楽し

く活動するのが主である活動等の場合は、使わな

い方がよい場合もあります。短時間でも、自己の

内面と向きあったり、気づきが生まれることが予

想できるプログラムでは、子どもの内面を知る上

でも効果的に活用したいものです。 
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掲載のプログラムの基本フォーマットは、右ペ

ージのようになっています。 

 

子どもが年齢相応の社会的スキルを身につける

上で必要とされる三つの基本体験（被受容体験・

がまん体験・群れ合い体験）を補うためのグルー

プアプローチが横浜プログラムです。基本的にど

のプログラムも三つの基本体験の補充であるわけ

ですが、その中でも特に重点的に補充する基本体

験が記載されています。プログラムを実施する上

で、記載された体験を念頭におくと、プログラム

がイメージされやすいでしょう。 

 

 

横浜プログラムには、自分づくり・仲間づくり・

集団づくり３つのアプローチと、１８の育てたい

社会的スキルがあります。ここでは、このプログ

ラムがどのアプローチのどのスキルを育てること

に関連しているかが記載されます。ゴシックで記

載されているのが、重点となります。 

 

 

      で囲まれた中に書かれているのが、

子ども達へ提示する主活動の指示です。フォーマ

ット中の活動のねらいには、教師がこのプログラ

ムでどのような育ちを子どもに期待するかが書か

れています。 

 

 

②に記載された関連スキルが、どのプロセスで

培われるのかが分かるように記載されています。

また、プログラムを安全に実施する上で大切な三

つの基本ルール（暴力 NO・パス OK・持ち出し

禁止）が記載されています。また、安全確認を心

がける場面も記載されます。 

 

 

プログラムが安心・安全のうちに展開されるた

めには、三つの明確化（ねらい・流れ・ルール）

が必要です。 初にねらいが、次に活動の流れが

説明されます。これで、子どもは活動に見通しを

もつことができます。ついで、三つの基本ルール

が確認されるとともに、その活動の中の約束が知

らされます。これらのことが十分説明され、理解

されてから活動に入ります。 

 

 

三つの基本ルールは、安心・安全のために、す

べてのプログラムで守られなければなりません。

ここでは、基本ルール以外の、それぞれのプログ

ラムの活動をスムーズに行ったり、効果を上げた

りする上での約束を記載しました。望ましい具体

的な態度等が示してあります。 

 

 

学習の内容として押さえなければならないこと

や、話し合いの中で決定したこと等をまとめます。

ふり返りで出た内容について、教師がプログラム

のねらいの方向にまとめたりすることとは異なり

ます。 

 

 

安全にプログラムを実施するために、個別の配

慮が必要な場合や、危険が考えられる場合等の具

体的な対処が書かれています。 

また、ふり返りシートに記載する具体的項目が

書かれる場合もあります。 

 

 

 

５ 横浜プログラムのフォーマットの読み方 

① 補充する基本体験 

② 育てる力・関連スキル 

③ 活動のねらい 

④ルールとねらい 

⑤ 学習・活動の流れ 

⑥ 約束 

⑦ ふり返る・まとめる 

⑧ 配慮事項 
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タイトル 

（活動概要） 
 

補充する 

基本体験 

群れ合 

い体験 

育てる力 

関連スキル 

 背

景

 

活動のねらい 
 

対象学年  実施時期  

所要時間 分 活動場所  活動場面  

準  備  

学 習 ・ 活 動 支援の観点・留意点等 ルールとねらい

 

 

 

 

 

○活動のねらいを知る 

 

 

            

 

○活動の流れ（やり方・内容）を知る 

 

 

 

○約束を知る 

 

 

○活動する 

 

 

○ふり返る 

 

○まとめる 

 

 

 

 

 

 

・ 

  

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配慮事項 
 

子どもの社会的スキル横浜プログラムの基本フォーマット概要 

握手ゲームで、たくさんの人に人と友達になろう 
導

入 

主

活

動 

ふ

り

返

り 

② どのアプローチの視点から
のプログラムか、プログラムと
関連するスキル（力）の説明
重点をゴシック 

このプログラムが
必要とされる背景
を説明 

どの時期に行うのが効果的か（対
象集団の成長の様子や雰囲気、各
行事との関連など） 

朝の会、帰りの会、教科、領域、行事等、活用でき
る指導場面と望ましい単位

④ 達成さ
れるスキル
と、３基本ル
ールや、安全
上の配慮や
確認を記載 

本プログラムの中で、特に指導者が
留意すべき点を説明する 
また、プログラム実施による自己有
用感や成就感など、ポジティブな効
果も示す 

③ 主活動に関わる教師の
指示を枠で囲む 

⑧ 本プログラムの実施上の配慮事項
・ 個を生かす配慮を具体的に提示する（事前のアナウンス、チャレンジの

奨励と事後のケア、個別の配慮等） 
・ 安全確保のための手続きについての明確化を具体的に記載する 
・ プログラム特有のふり返りの具体項目を記載する 

⑤ 学習・活動の流れを示す 

三つの明確化（ねらい・手順・ルール）を図るために、○ね

らい ○流れ ○約束 の3つを知らせてから、活動に入る 

 

⑥ ３基本ルール以外の約束を記載 

プログラムの効果を高めるための約束であり、集団の状

況によって、アレンジ可能な約束 

⑦ 教科や領域等の活動の内容のまとめ、

話し合いの合意等を記す 

プログラムの番号とタイトル（活動
がイメージできるもの）と活動概要
の簡単な説明 

① このプログラ
ムが３基本体験の
特にどの体験を補
充するものと考え
られるか 
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年間計画作成の方法

６ プログラム実施計画の作成 

～子どもの社会的スキルを体系的、計画的に育成するために～ 

子どもの社会的スキルは、体系的、計画的に育成すると効果的です。子どもの社会的スキル育成の年間計画を作

成し、教育課程に位置づけることで、子ども達が、授業や行事、日常のさまざまなふれあい体験を通しながら、社

会的スキルを身につけていくことができるようになります。 

○ 学校教育目標、発達段階や昨年度の学年の児童の実態、教師の願い、年間行事等を考慮して、６年間（３年間）

を通して、どのような力を子どもにつけたいかを考え、６年間（３年間）に盛り込む社会的スキルプログラム

の基本計画を立てます。小中一貫教育の視点から、９年間を見通しておくことがより効果的です。次ページに

９年間を見通した基本活動例を掲げました。 

（１） ９年間のスパンで育成する子どもの社会的スキル 

（２） 学年・学級の年間計画の見通しをもち、実態にあわせて修正する 

○ ６年間や９年間の基本計画をもとに、学級開きの時期にどのようなプログラムを入れるか、行事をどう活用す

るか等について学年で話し合い、方針を決定します。 

○ 学級がある程度固まった時期に、Y-Pアセスメントシート等を用いて学級の実態をつかみ、年間計画を見直し

ます。年間計画は、学級の実態、行事や学習の年間計画等とのつながりを考えて、逐次変更していきます。 

（３） 効果をイメージしてプログラムの選択をする 

○ 活動のねらいをよく考え、プログラムを選択します。実施によって、どのようなスキルが育成され、学級にど

のような効果をもたらすのかをイメージしてください。学級の状況によっては、プログラムの実施がよい結果

をもたらさない場合も考えられます。注意深く学級の状況を把握し、安全に実施できるプログラムであるかを

判断した上で選択します。 

○ 現代社会の課題である防犯やネット、人権等に関わるプログラムも、発達段階や学校の実態に応じて、積極的

に盛り込んで作成してください。 

○ プログラムの進め方は、子どもの実態に合わせてアレンジし、より効果的な活用を工夫してください。 

（４） 教科等の授業に横浜プログラムを活用し、教育課程の中に位置づける  

○ プログラムで扱う素材は、教科等で扱う教材・題材と置き換え可能なものが多くあります。教科等の授業に「横

浜プログラムの基本的な進め方」を取り入れ、教科等のねらいを達成しながら、本プログラムのねらいも併せ

て達成すること（クロスカリキュラム）を検討し、効率よく活用してください。 

○ 特別活動や道徳の活動場面のプログラムが多くなりがちです。それぞれの年間時数を考慮して活用してくださ

い。総合的な学習の時間では、体験を通した問題解決の過程での子どもの気づきや他者との交流によって、ね

らいが達成できることがあります。 
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１

年 
友達カルタ  まねっこ行進 友達を見つけよう  

知 ら な い 人 に 

出会ったら 

カラフルロードを

わたりきろう 

２

年 
ホメホメ大作戦  

きれいに 

響かせよう 

ステップアップ  スピーチ  

記憶力お絵かきゲーム 
 

つながったね 

みんなの心 
 

３

年 

リズムでつなご

うみんなの輪 
堪忍袋 ぎゅっと団結！ 今日の気分は  こおり鬼 フルーツポンチ 

４

年 

あなたのよいと

ころは 

気持ちを整理

しよう 

支えあうって 

すてきだね 

「ありがとう」の 

一言 
お願いします 

聴き方上手に 

なれるかな 

安全マップを 

作ろう 

５

年 
ナイス！ 

アイデア！ 

考え方を 

広げよう 
たおさずキャッチ

「ごめん」の一言 

サイコロ・ 

ペアトーク 

相手も自分も大切

にする伝え方 

ありがとうを 

あなたに 

あなたなら 

どうする 

６

年 

欠点も見方を 

かえればいいと

ころ 

イライラや不

安・悩み解消法

を見つけよう 

円陣手つなぎ 

風船リレー
将来の夢は はっきり断る  

クラスを 

パワーアップ

仲間づくり 
小学校縦割り活動 

小学校全校集会活動 
名刺交換よろ

しくね 

力を合わせてシュ

ート&キャッチ 
なかよし握手 

勝て勝てパワーじ

ゃんけん 
手つなぎ鬼 フープ送りリレー

  

中

１ 
未来予想図   

彼・彼女の 

好きなこと
上手な断り方 

あなたの悩みに 

お答えします 
なんて言うかな 

中

２ 

自分を 

パワーアップ 
 

友達紹介を 

つなごう 
自己紹介すごろく 

わたし言葉で 

会話しよう 
私は誰でしょう 

ホームレスについ

て考えよう 

中

３ 
たくさんの葉 

怒りの気持ち

どう乗り切る 
   

体と心はつながっ

てる！？ 

日本脱出 

全員リレー 

自分づくり 仲間づくり 

（１）の例   ９年間のスパンで育てる社会的スキル

自分づくり 仲間づくり 

集団づくり 

９年間を見通した基本計画例

 ここに掲げた基本計画例は、様々な領域を網羅的に配置してありますので、各学校で重点

を決めて基本計画を作成してください。各学校で作成した基本計画をふまえ、それぞれの学

年・学級の課題改善のためのプログラムを提案して、学年・学級の年間計画を作成します。

集団づくり 
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① 教育目標と学年（学級）の実態をふまえ、＜こんな学年・学級にしたい＞というゴールを思い描く 

② いつ・どんなタイミングで・どんな力をつけるかを決める 

 ・ それぞれの期間の目標をたてる(３期に分けて考えてみる) 

 ・ 月の流れや行事を考えてプログラム選択の見通しをもつ 

時

期 
４～７月 ９～１２月 １～３月 

目 

 

標 

・人間関係づくり、ルールづくり 

・友達関係の輪を広げる 

・学級内での居場所づくり 

・友達を深く知る 

・学級集団の確立等 

・学級集団の完成 

・学級全体の凝集性 

・学級集団との別れ等 

プ 

ロ 

グ 

ラ 

ム 

選 

択

の

見

通

し 

・新しい友だちや先生との人間関

係づくり 

 

・自分や友だちのよさを認める 

 

・防犯安全(以上4～5月) 

 

・行事に際し、友達といることの

よさを感じる（自己効力感・自尊

感情の高揚）（6月） 

・長期休み後、久しぶりの友達と

の人間関係づくり 

(9月) 

 

・前期・後期の区切り（10月） 

 

・人権週間に合わせ、自他の違い

を尊重する（12月） 

・長期休み後、久しぶりの友達と

の人間関係づくり（1月） 

 

・友達との別れ、学級の成長 

（3月） 

（２）の例  学年・学級の見通しをもち、実態に合わせて修正する 

③ ３期にわけた目標や見通しができたら、次ページに示したような月ごとの計画をたてる 

④ ＹＰアセスメント支援検討会を行い、より適切なプログラム選択をして、計画に修正を加える 

 

次のような手順で、年間計画をたてます 
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本時目標と本時展開 

 狩猟採集の生活をしていたころの人々の暮らしの想像図から分かることについて話し合うことを通して、

当時の人々の生活の工夫や苦労に気づくことができる 

本時で高めたい社会的スキル 

《自分づくり》 ①自分の意見をもつ ④自他の違いを認める 

 

本時展開例 （ 小学校６年 社会科「大昔の人々の暮らしと国づくり」より ）

 

（４）の例  教科等の授業に横浜プログラムを活用し、教育課程の中に位置づける    

・単元の特色を生かし、必要な社会的スキルの育成を授業の中に組み入れ、単元（授業）をデザインします。

・「横浜プログラムの基本的な進め方」を取り入れ、教科等の目標達成とともに、社会的スキルの育成を図り

ます。 
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 この例では、「狩猟採集生活をしていたころの人々の暮らしの想像図」という一枚の資料を読み取る

という学習活動の特色を生かし、横浜プログラムを活用しています。「共通の資料から分かったことを

まとめていく」というこの時間の学習活動の特色を生かし、「個」→「グループ」→「全体」と展開す

る「横浜プログラムの基本的な進め方」を取り入れているのです。まず一人で資料を読み取り、それを

グループで交流し合い、まとめを全体に発表するという授業展開です。同時に、グループでの意見交流

の際に、「ナイス！ アイディア」というプログラムのブレインストーミングの手法を取り入れ、「①自

分の意見をもつ」「④自他の違いを認める」というスキルを高めるよう意図しています。 

 このように、教科等の授業の中に、横浜プログラムを取り入れていくことがさまざまな場面で可能で

す。そうすることで、学力をつける教科等の授業を通して社会的スキルも高めていくことができ、誰も

が安心できる温かな学級風土を醸成することが可能になります。また、この方法により、教育課程に横

浜プログラムを位置づける機会が大きく広がり、次のページに紹介するように学年ごよみの中に横浜プ

ログラムを取り入れることも可能になります。 

「横浜プログラムの基本的な進め方」を取り入れ「高めたいスキル」を位置づけることにより、教科等の授業

を通して「社会的スキル」を高める 
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横浜プログラムの活用を取り入れた学年ごよみの例 

ゴシック文字斜体下線の単元が横浜プログラムの活用を取り入れたもの 
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① 子ども達の社会的スキルの育成状況

をつかみ、年齢相応の社会的スキル

を身につけるための支援の方法を見

出すこと。 

② 複数の視点から子どもを見る経験を

通して、教師の確かな主観（貴重な

感覚）を鍛えるとともに、チームと

しての課題解決能力を高め、教師集

団としての成長を支えること。 

（１）Ｙ―Ｐアセスメントの構成 

横浜プログラムには、子ども達の社会的スキル

の育成状況を把握し、日常の児童生徒指導の工

夫・改善に役立てるために、「Y-Pアセスメントシ

ート」が用意されています。Y-P アセスメントシ

ートは、学級や子どもについて課題を把握し、そ

の支援策を探る「支援検討会」の基礎資料となり

ます。Y-P アセスメントシートは、次の 2 つで構

成されます。 

※「Y-P アセスメントシート」は、横浜プ

ログラムの実践を通して検証中であり、各学

校でよりよく活用できるようにメンテナン

スを行っています。アセスメントシート本体

の 新版は横浜市教育委員会のホームペー

ジからダウンロードしてください。 新版に

は、学年男女の尺度値分布による段階区分と、

小学校低学年用も用意されています。 

http://www.city.yokohama.jp/me/kyoiku/p

lan_hoshin/skill.html 

（２）Y-Pアセスメントの「支援検討会」の目的 

Y-P アセスメントは「支援検討会」を大事に

します。支援検討会には２つの目的があります。 

第一の目的は、子ども達に不足している社会

的スキルを見出すことです。そして、それを

補うためのプログラムの実践や、プログラム

実践以外の意図的・積極的なかかわり方を検

討し、子ども達に年齢相応の社会的スキルを

身につけさせていくことです。 

第二の目的は、複数の教師が互いに学級や

子どもへの見方を聞きあうことにより、教師

に新たな気づきをもたらすことです。経験の

浅い教師は、ベテランの教師の子どもの見え

方を聞くことによって、自分と異なる子ども

理解の方法があることを知ることとなるでし

ょう。また、ベテランの教師は、自身の子ど

もの「見え方」へのこだわりや偏りに気づく

かもしれません。 

そして、支援検討会での支援策の決定は、教

師一人ひとりが、チームの一員としてその子の

課題に対して同じ方向性でかかわることを意味

しています。つまり、支援検討会は、チーム支

援のスタート、もしくはステップアップの意味

も伴っているのです。 

一教師として真摯に語り合い、教師としての

新たな自分を再構成していくこと、教師集団と

してのチーム力の向上が図られること、言いか

①複数の教師で行う「学級風土チェックシート」 

②子どもが自分自身について回答する 

「学校生活についてのアンケート」

７ Ｙ－Ｐアセスメントとは 
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えれば、「教師や教師集団の成長を支えること」

が第二の目的のゴールとなります。 

 

（３）Y-P アセスメントの実施時期 

 学級や個人の課題の把握、実施したプログラ

ムの効果を測定するために、次のような時期

に実施します。 

「学校生活に関するアンケート」は、子ど

もの気持ちや心理状態が結果に影響を与え

ることがあります。得られた結果はその時々

の子どもの

状況を表す

データでも

あり、固定的

なものでは

ないと考え

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）学級風土チェックシート 

「学級風土チェックシート」では、〈公正〉〈寛

容〉〈自己表現〉〈配慮〉〈課題遂行〉〈合意形成〉の 6

つの観点で、学級担任と学年職員、専科教諭、養

護教諭など複数の教師が、学級全般とそれぞれの

子どもの社会的スキルの達成状況について話し合

い、多面的な評価を行います。それぞれの観点は、

横浜プログラムの 3 つのアプローチ「自分づくり」

「仲間づくり」「集団づくり」と関連しています。 

「学級風土チェックシート」によって複数の教師

がひとつの学級や個人を評価すれば、そこには当

然＜ズレ＞が発生します。ズレの発生について話

し合うことには２つの意義があります。 

多くの時間を共有する学級担任、週に数時間の

授業しかかかわりのない教師、部活動や委員会の

顧問、養護教諭等、それぞれの教師の自分に対す

るかかわり方や役割に対応して、子どもは異なる

顔や態度を見せることがあります。ズレには、教

師には見えない子どもの多面性が隠されています。

○ 普段は見えない子どもの姿を共有する 

→教師の子どもへのかかわりのちがいを見出す。

○ それぞれが評価しているものを共有する

→教師のもっている学級や子どもへの枠組みを

見出す。 

・ 学年当初で学級生活に慣れてきた頃や学期

末など、学校生活の節目の時期   

・ 個々の子どもや学級の課題にあったプログ

ラム実践の後（効果検証） 

・ 落ち着いて学校生活が送れる時期（運動

会・文化祭・体験学習等大きな行事の前後

や大きなトラブルの前後を避ける） 

・ 「学校生活に関するアンケート」は、子ど

もの変化をとらえるために年間２～３回行

う。 

・ 「学級風土チェックシート」は、「学校生活

に関するアンケート」と同時期に行うほか、

学級が気になったとき、随時何度でも行う。

学級風土チェックシート 



 28

そして、それはとりもなおさず、それぞれの教師

の子どもへのかかわり方の違いを浮き彫りにして

くれます。 

教師は、それぞれが「理想とする学級像・子ど

も像」をもっています。何を評価の対象としてい

るか、また、何を基準としているか、そのズレを

話し合うことによって、それぞれの教師が培って

きた学級集団や子どもへの＜枠組み＞が明らか

になっていきます。教師が自らの枠組みを問い直

すことは、子どもや学級への新たなかかわりの方

法を見出すことにつながります。 

※ 文部科学省の特別活動の望ましい集団づくりの視点は、

目標達成機能(performance function, P 機能)と集団維

持機能(maintenance function, M 機能)からリーダーシ

ップを捉えて、類型化した PM 理論 （PM theory of 

leadership 三隅二不二, 1966,1984）に基づいていま

す。横浜プログラムでは、これに、3 つのアプローチの視

点から、「集団づくり」として合意形成機能（consensus 

function）,「仲間づくり」として共感性機能(empathy 

function)、「自分づくり」として寛容機能(tolerance 

function)、「公正機能」(justice function)を加え、6 項

目から集団の育成状況をアセスメントすることにしました。 

 

（５）学校生活に関するアンケート 

横浜プログラムでは、個人の社会的スキルの育

成状況を、「自分づくり」と「仲間づくり」の２側

面のバランスを考慮に入れてアセスメントするこ

ととしました。前述の「学級風土チェックシート」

を実施する時期にあわせて、子ども達に、「学校生

活に関するアンケート」調査を実施します。 

アンケートは、「自分自身に関すること（A項目

10問）」「自分の学校生活に関すること（B項目12

問）」「学級での居心地感に関すること（C 項目 4

問）」の合計26問に、子ども達が５件法で自己評

価する形式をとっています。「学校生活に関するア

ンケート」のデータを「Y-P アセスメント」ファ

イルに入力すると学級分布図が表示されます。縦

軸には、「自分づくりスキル」として、自己効力感・

自尊感情の合計が、横軸には「仲間づくりスキル」

「集団づくりスキル」として、自己表現（含むか

かわり）と共感配慮の合計がスケールになってい

ます。この分布図を、「社会的スキルの育成状況モ

デル」に照らしてアセスメントのデータとしてい

きます。(小学校1,2年用は、A項目8問、B項目

12問、C項目4問の合計24問です｡) 

①「自分づくり」「仲間づくり・集団づくり」とも

に高い値を示す「高自己評価群」、②「自分づくり」

が高い値を示し、「仲間づくり・集団づくり」の値

が低い「マイペース群」、③「自分づくり」が低い

値を示し、「仲間づくり・集団づくり」の値が高い

「対人過敏群」、④「自分づくり」「仲間づくり・

集団づくり」の値が共に低い「低自己評価群」と

４群に分けられます。「マイペース群」が“Big I，

Small We”のグループであり、「対人過敏群」が 

“Small I，Big We”と位置付けられます。 

また、子ども一人ひとりには、自動的にプロフ

ィール表が作成されます。 

 

 

学校生活に関するアンケート 
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＜学級分布図＞ 

 

（６） Y-P支援検討会の実施 

学級風土チェックシート、学校生活に関する

アンケートの学級分布図、プロフィール表等の

データをもとに、日頃から観察している子ども

達の日常生活の様子を加え、子ども達の社会的

スキルの育成状況を話し合い、子ども達への支

援の方法を探るのが、支援検討会です。 
支援検討会では、学級集団のアセスメント、

子ども一人ひとりの個人アセスメントが行われ、

それぞれに対する支援の方法が検討されます。支

援検討会の実施は、以下の様な点に留意して進め

ます。 

 

 

（７） 学級アセスメントの手順 

学級風土チェック（まとめ）シートと学級分

布図のデータを使います。 

学級風土チェックシートによってチームで把

握した学級課題と、学級分布図の子ども達の分

布の偏りから見た学級全体の傾向によって得た

課題を統合して考えていきます。双方でとらえ

た課題がズレている場合には、そのわけを洞察

していきます。 

また、学級風土チェックシートを定期的に実

施することで、個人や集団が抱える課題の改善

に向けた個別の支援や学級集団への働きかけを

検討する材料とします。 

 

マイペース 群

対人過敏 群低自己評価群

高自己評価群

「仲間づくり」「集団づくり」スキル

「
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
」

「学校でのあなたの様子」に関する Ｂ項目（12）

10

項
目
（
）

Big  I, Small  We

Small  I,  Big  We.A

自
分
づ
く
り
ス
キ
ル

社会的スキルの育成モデル

・３～１０人程度で（学年会・ブロック会や

指導部会）年２～３回を年間計画に位置づけ

ます。長時間にならないことが肝要です。 

・誰もが自由に発言でき、明るいムードで受

け入れられる雰囲気づくりを心がけてくだ

さい。普段の努力が認められ、学級経営や授

業作りに活かされることが大切です。 

・教育相談的視点にたった子ども理解が促進

されことが大切です。 

・リーダー（ファシリテーター）は学年全体

を把握している教師が行います。 

・問題に応じて、管理職やカウンセラー等の

参加を求めるとよいでしょう。 
学級集団の課題の把握

教師の視点での学級課題の把握

学級アセスメントの構造

教科担任によるチェック
学級担任によるチェック

学年教員によるチェック

学級風土チェック

教師自身の子どもとの
かかわり方の課題の把握

見方（枠組み）の修正を図る

＋
学級分散図・プロフィール表

（子どもの視点）

支援方針の決定

ズ レ

ズ レ

知見
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（８）個人アセスメントの手順 

個人アセスメントでは、プロフィール表の

データと学級風土チェックの個人データ、日

常の観察から得られる子どものエピソード

を用いて、子ども理解を進め、支援策を決定

します。 

学校生活に関するアンケートから自動的に作成

される子ども一人ひとりのプロフィール表のデー

タと、日頃から観察されているエピソードを関連

づけて、その子どもについて話し合う中で、今ま

で見えていなかった子ども像が再構築されていき

ます。このプロセスはその子どものことを「分か

る・了解する」ということであり、子どもへの教

育相談的理解がなされるということでもあります。

ここまでくれば、子どもへの支援策は自ずと見え

てきます。また、その子どもを抱えることができ

る学級集団づくりへのプログラムやその集団への

教師のかかわり方もみえてくることでしょう。 

 

（９）支援検討会の果たす役割 

チームによる支援検討会は教職員の総合的な指

導力・対応力を向上させる効果があります。 

さらに、アセスメントのプロセス全体を通して

支援検討会の果たす役割は、「個人や集団の問題状

況の把握」→「対応策の検討・決定」→「実践」

→「評価」というＰ・Ｄ・Ｃ・Ａのサイクルの中

で、評価や計画という重要な役割をになうことに

なります。その意味からも定期的な支援検討会の

実施は、子どもの豊かな社会性を育むための教育

課程の運営・改善に大いに役立ちます。 

（ 元横浜国立大学 岡田 守弘 ） 
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Y-P アセスメントの中で重要な位置を占めてい

るのは「支援検討会」です。すでに多忙な学校に、

さらに支援検討会に時間を割くことをお願いでき

るのかと思う時もありますが、「支援検討会」を省

略した横浜プログラムは、結局その力を十分に展

開できないことになると考えますので、あえてそ

の重要性をここに述べます。 

 

１ 支援検討会とは 

 「支援検討会」とは、もともと医学の場で使わ

れるケースカンファレンス（Case Conference）と

いう言葉から、学校現場になじむように作った言

葉で、 近、学校現場でもよく使われるようにな

りました。事例検討会とは、事例の援助過程にお

いて的確な援助を行うために、援助にかかわる者

達が集まり、会議をすることです。学校教育の場

で使われる時、対象は子ども、学級、教師など様々

であり、その目的は以下の３つになります。 

①児童生徒に関する多面的な理解 

②アセスメントに基づいた具体的な援助指針の

確立 

③一定期間後の指導・援助方針に関する評価と

修正 

 

２ Y-Pアセスメントにおける支援検討会の特徴 

 Y-P アセスメントは、子ども個人の「学校生活

についてのアンケート」からできあがった学級分

布図と、複数の教師の合意によって作成される「学

級風土チェックシート」の２種類のデータを基盤

にしています。そのため、Y-P アセスメントには

以下の２つの大きな特徴があります。 

 

①子ども個人の学級生活に関する感じ方を分布

図から把握することができるだけでなく、教師が

学級について感じていることも学級風土チェック

シートを通して把握することができる。 

②学級風土チェックシートは複数の教師が評価

するため、教師個人の主観に陥ることなく、多面

的に学級風土を把握することができる。 

 この２つの特徴のために、Y-P 支援検討会はな

くてはならない重要な場であり、学校や教師にと

って以下のような恵みをもたらすものとなります。 

 

＜教師の中に生まれる気づき＞ 

複数の教師による評価であるため、そこには当

然＜ズレ＞が発生します。しかし、Y-P アセスメ

ントではそのズレを＜問題＞としてではなく、学

級を知る教師の専門性に基づいた＜貴重な感覚＞

として捉えていきます。支援検討会では、教師間

の学級に対する感覚の微妙なズレを話し合います。

このプロセスを通して、それぞれの教師の中に、

学級について新たな気づきを生むことができます。 

 

＜子ども理解の深まり＞ 

複数の教師が関わっているため、子ども個人に

関する見方についても教師間でズレが生じてきま

す。加えて、教師による子ども個人に関する見方

と子ども自身によるアンケート結果とのズレも発

生してきます。支援検討会では、日常的に教師が

観察している子どもに関するエピソードと、Y-P

アセスメントのデータとを関連付けて話し合うこ

とを通して、その子どもに関する理解が深まりや

すくなります。 

 

<支援のための役割分担＞ 

複数の教師が参加しているために、子どもを支

援する具体的な対応が必要なとき、役割分担がし

やすく、組織としての力を活用しやすくなります。 

 

＜教師個人の資質の向上＞ 

複数の教師による話し合いであるため、各教師

は自分と他の教師との見方の違いに気付きやすく、

教師個人の資質の向上につながります。 

 

これらの利点がある一方、複数の教師が同じ場

にいるため、教師間の遠慮や甘えも生じやすくな

ります。このような事態を防ぐために支援検討会

での進行役は、大変重要な役割を果たすことにな

ります。 

 

８ Y-P アセスメント支援検討会の意義 
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３ 効果的な検討会とは 

 支援検討会は、関係者が集まって単に子どもの

実態について話し合う場であったり、共通理解を

するだけの場であったりしてはなりません。では、

支援検討会をもう一歩進めて、効果的にするため

には、どのような視点が必要でしょうか。 

吉田新一郎氏の「会議の技法」を参考にして整

理すると、検討会がうまく進行できない問題点は

次のように考えられます。 

 

① 会の目的がはっきりせず、話題が広がりすぎ

て、収束のつかない状況に陥り、導き出せる

はずの結果が失われてしまう。 

② 目的がはっきりしないため、進め方も曖昧に

なり、結果的に時間が長くかかる。 

③ エピソード等の説明の時間が大半を占め、自

由な話し合いの時間が不十分になる。 

④ 発言しない人、批判に偏りがちな意見を出す

人、自分の経験話に話題を転換してしまう人

などがいて、自由な発言がしにくい雰囲気に

なる。 

⑤ 会議の進行が形式的で柔軟性がなく、創造性

を駆り立てる形態になっていない。 

 

以上のことをふまえると、効果的な支援検討会

の条件は以下のようになります。 

① 出席者が支援検討会のねらいと討議すべき内

容についてしっかりとした共通認識を持って

いること。 

② 支援検討会の進め方について、あらかじめ話

し合って合意をし、できるだけ短時間のうち

に進行するように心がけること。 

③ 支援検討会が始まる前に内容を整理し、事前

資料（例えば、エピソード）と支援検討会で

話す資料について分けて提示するように準備

しておくこと。 

④ 安心して、誰もが発言できる雰囲気をつくり、

しかも支援検討会の進行役を含めて、出席者

が自分の役割を明確にして会に臨むこと 

⑤ 進行役は、支援検討会の進行の仕方が目的に

合っているかどうかを常にチェックし、場の

雰囲気や参加者の様子に停滞感や窮屈さを感

じたときには運営の仕方を工夫すること 

 

限られた時間ではありますが、効果的に支援検

討会を行うことで、参加者全員が豊かな恵みを得

られるものと思います。また、支援検討会の終了

は次のステップの始まりということを自覚するこ

とが大切でしょう。 

 

参考文献： 

吉田新一郎：会議の技法、2000年、中央公論新社 

 

（ 東海大学  芳川 玲子 ） 
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